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2011年度活動テーマ

発酵食品で放射能に打ち克つ健

康づくり。人々の協同で被災地

復興と大地再生。

 発酵と復興

2011年秋の「せいきょう強化月間」スタート！

「収穫の秋」・・・しかし今年は

私たちの主食「コメ」の安全性確認から。まずは宮城から

稲ワラ汚染問題で揺れた宮城。おコメは大丈夫？

宮城・黒澤さんのおコメ
放射能　

　検出せず！
安心して食べて下さい！

　次週9月2回はいよいよ「茨城のお米」（めぐみちゃん、やさと）は大丈夫か！

　9月下旬に「千葉のお米」（荒井さん）、10月に「山形のお米」の検証に。

【強化月間テーマ（２）】生産者と共に食の安全を確認・検証し

ながら、産地支援、地産地消を取りもどそう！

１１

【「発酵と復興」、2011年 秋のせいきょう強化月間 ５つの柱】

（１）「放射能に負けない身体作り～基礎免疫強化」を日本型食生活と発酵食品で！

（２）生産者と共に食の安全を確認しながら産地応援・地産地消を取りもどそう！

（３）脱原発と暮らし見直し。平和と安心の社会づくりを。

（４）放射能汚染実態の調査で地域の子どもたちを守る活動をすすめましょう。

（５）生産者に添いながら震災復興自立応援、福島再生応援をすすめましょう！

【ものづくり、人づくり、地域づくり】　震災・原発事故汚染から半年

　むずかしい専門用語、それから「想定外」や「ただちに

影響はない」といった言い回しは使わずにお話ししようと

思います。・・・原子力発電所と地震のことについて私が

知っている「当たり前の事実」と「近い将来の予測」を中心

にお話ししてゆきますが、もしかしたら、みなさんがほとん

ど知らないこと、知らされていないことばかりになるかもし

れません。

　福島第一原発の大事故は、天災でも宿命でもありませ

ん。この悲惨な出来事は、悪意によって引き起こされた人

災です。人知の及ばない自然災害と比べれば、はるかに

容易に予測でき、この大きな危機をあらかじめ回避でき

た出来事なのです。東京電力の幹部などは「1000年に一

度の巨大地震が起こることは想定できなかった」、「津波

も想定を越えていた」と言いますが、そんな言葉はただの

言い訳です。大地震と原発事故が同時に起こることは十

二分に考えられたのに、傲慢にも想定してこなかっただ

けです。東京電力も政府も「想定外」なんて言葉を安っぽ

く使うことは許されません。

　けれども、こうして原発震災が現実になってしまったにも

かかわらず、この国の人々に危機感がまだ広く伝わって

いません。・・・大半のメディアは原発震災の危機を世の

中に警告してこなかったばかりか、それが現実になっても

、いまだに危機は存在しないかのような報道を流していま

す。たった今もです。

　1995年1月の阪神大震災を引き起こした兵庫県南部地

震を境に日本列島は地震多発の時代に入っています。

　福島第一原発の事故の深刻さを理解することができな

ければ、私たちはさほど遠くない将来、また第二、第三の

原発震災に見舞われることは間違いありません。断言し

ます。次のその危機は、絶対に回避しなければなりませ

ん。

　第二、第三の原発震災の危機を警告すると、「パニック

を起こすつもりか」と言われるかもしれません。しかしパニ

ックというのは、人々が本当のことを知らされていないか

ら起きるものです。放射能の危険を「ただちに影響は出な

い」などとあいまいに伝えられると、本当に影響が出始め

た時に、人々は大混乱

に陥るでしょう。

　人々は本当の危険性

をしっかり教えてもらっ

て初めて、沈着で、しか

も迅速な対策がとれる

のです。

　原発震災の危機につ

いて私の知る限りのこ

とをお話しします。それ

を判断材料にして対策

をとるかどうか、決める

のはみなさんです。

   『福島原発ﾒﾙﾄﾀﾞｳﾝ』より

【強化月間テーマ（３） 「脱原発と暮らし見直し、平和で安心の社会づくり】

広瀬隆　講演会「脱原発を語る」
9月11日（日） 12:30開場 13:00開演　土浦市市民会館 大ホール

前売券持参 500円、　当日 700円、　高校以下無料

9/11 広瀬隆講演会「脱原発を語る」前売券申込書
（9/5～9/9に前売券をお届けします。会場受付に出して下さい。入場が500円となります）

　　　コース名　　　　　　　　班名　　　　　　　　お名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　枚　　　　
中刷りで、「今週の復興応援商品」「今週のおすすめ発酵食品」ご紹介！



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　

【放射能汚染・・・お米の安全性】

宮城県でも注目される黒澤さんのお米
放射能検査用の手刈りを報じる毎日新聞。宮城でも常総生協の独自検査が注視されている。

（測定器）日立アロカメディカル社製　CAN-OSP-NAI

【宮城県湧谷町　黒澤さんの提携米】

地揺れ裂けた母なる大地に祈りを捧げ
生産者・消費者が共に豊穣のたよりを歓ぶ

放射能出なくてよかった！ありがとう。
宮城黒澤さんより自家採種の新米「おもてなし」からスタート。

（測定機関）日本環境科学(株)

　　山形県山形市高木

（測定器）ゲルマニウム半導体検出器→

苗に祈りを込めて母なる
大地に初植え

備蓄米を放出し、被災地石巻への炊き出しに追われた３月～４月。 4月22日毎年恒例の「地鎮祭」。今年は特別な年でした。

【検査機関による検査結果】（速報）
　「おもてなし」、「ひとめぼれ」（豊穣米）

　籾、玄米ともに放射能不検出。

【常総生協独自検査結果】
　「おもてなし」の玄米、放射能不検出。

地震にもめげず大地から生まれ出たカ
ブトエビ。除草頑張ってくれました。

クモも頑張りました。田ん
ぼの生きものも復活。

伸嘉さん夫婦。お父さ
んと共に。


